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論　　文　　の　　要　　旨

　GeO。ガラスに分散させたCdSe及びCdS超微粒子（粒径3～25nm）のサイズ量子効果を研究する

目的でヲ1。励起された電子一正孔系の緩和過程の動的特性ラ2。光学フォノンの閉じ込めヨ3。

音響フォノンの閉じ込めを測定解析した。

1。動的特性は300fsのパルスレーザを用いた過渡吸収分光法を用いた。粒子のサイズが小さく“個

　別粒子閉じ込め”描写が適用できる試料に於て里不均一広がりを持つ吸収帯の光でポンプを行う

　ことによってヨA価電子帯Is一伝導帯Is，B価電子帯Is一伝導帯Is官C価電子帯亙s一伝導帯亙s遷移に

　よると思われるブリーチング1スペクトルが観察されたので。3本のガウシアン型がバンドを仮

　定して解析を行った。その結果A価電子帯とB価電子帯によるピークが粒子径の減少と共に増加

　することを見つけた。これはAヲB両帯の正孔の有効質量によると解釈できた。更にブリーチン

　グ1スペクトルの回復の時間変化を調べた結果雪全ての遷移が約7psの速い成分と約200psの遅い

　成分を持つ2成分指数関数でフィティング出来ることが分かった。解析の結果ラ速い成分は欠陥

　トラップヘの遷移に関係しラ遅い成分は直接再結合に関係したものであると解明された。粒子サ

　イズの大きい結晶的な吸収スペクトルを示す試料ではヨt～Osecでは非対称プリーチング1スペク

　トルが得られるがヨ非常に速い速度でピーク位置が移動し対称的なスペクトルに変化する。これ

　は励起によって作られたホット1キャリアが緩和して行くことによると解析された。

2。光学フォノンによるRaman散乱の粒径依存性ヨ温度依存性を測定した結果をフォノンの波動ベ

　クター励起選択則の緩和を仮定して解析しラサイズの減少と共に波動ベクターがgOOd　qむantum

　㎜mberでなくなること，その緩和過程（L○→2A）においても遷移選択則が破れる事を示した。
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3。レーリ線の裾付近の低波数領域のラマン散乱に，バルク結晶では現れない散乱バンドが出現す

ることを発見し、それらが微粒子の全体振動の収縮モードとねじれモードによることを解明した。

審　　査　　の　　要　　旨

上記した要旨に示したように、フォノンのサイズ量子効果を，L○モード、音響モードに於て発見

したことヨ電子一正孔対の動的緩和過程の解析からヨ緩和過程におけるサイズ効果を解析したこと

は。いずれもこの分野に於ける研究を一歩前進させたものとして高く評価される。

　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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